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1. はじめに 
 鋼コンクリート合成桁の時間依存性構造応答は，鋼

とコンクリートの一体化を仮定し，鋼材とコンクリー

ト単体の構成則，収縮，クリープ特性を用いて算定する

方法が一般的である．しかし，そのような仮定に基づき

算定した変形，応答が実測値と乖離する場合があるこ

とが報告されている 1)．頭付きスタッドを用いた接合部

では応力伝達機構上，コンクリートに局所的な破壊が

生じることが想定され，経時的な変形や応力伝達に影

響を与える可能性がある． 

 接合部の時間依存性挙動については研究事例が少な

く，スタッドの寸法が与える影響について検討されて

いない．本研究ではスタッド高さを実験要因とし，持続

せん断力下で押し抜き試験を行った． 

 

2. 持続せん断力を作用させた接合部の押し抜き

試験概要 
 試験体の概要を図－1 に示す．試験諸元一覧を図－2

に示す，実験要因はスタッド高さと持続荷重レベルで

ある．載荷経路は，設計せん断耐力の 5%毎に漸増繰り

返し載荷し，所定の荷重レベルに達したら 15日間ある

いは 30日間の持続載荷を行った後に漸増繰り返し載荷

を再開した．計測項目は載荷荷重，ずれ変位，スタッド

のひずみの分布であり，これらを経時的に計測した．ず

れ変位は文献 2)に従い，スタッドが配置されている水平

断面位置における H 形鋼とコンクリートブロックの相

対変位を計測した．No.2，No.4 の試験体では，図－1 に

示すように試験体片側でスタッド軸方向の表裏面のひ

ずみよりスタッドの曲率を算出した． 

 

3. ずれ変位の経時変化 
接合部の時間依存性挙動について検討を行うため，

持続載荷期間中のずれ変位の経時的増加量（以下「クリ

ープずれ変位」と称す）を式(1)のように抽出した． 

𝛿𝑐(𝑡 ) = 𝛿(𝑡 ) − 𝛿(𝑡𝑖) (1) 

ここに，𝛿𝑐(𝑡)：時刻 tにおけるクリープずれ変位(mm)，

 𝛿(𝑡)：時刻 t におけるずれ変位(mm)，𝛿(𝑡𝑖)：時刻𝑡𝑖にお

図－1：試験体概要 

図－2：試験諸元一覧 

図－3：クリープずれ変位－持続載荷期間 
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けるずれ変位(mm)，𝑡：持続載荷開始からの任意の時刻，

𝑡𝑖：持続載荷開始時刻 

持続載荷開始から 15日目までに着目したクリープず

れ変位と持続載荷期間の関係を図－3 に示す．No.2-20%

に対して No.4-20%の方が，No.3-35%に対して No.5-35%，

の方がクリープずれ変位が小さい．これより持続荷重

レベルによらずスタッド高さが低い方がクリープずれ

変位は小さいことが確認された． 

 

4. 接合部で生じている現象の違い 
 スタッドの曲率分布より接合部で生じている現象に

ついて検討した．試験体 No.2 と No.4 のせん断力とス

タッドのひずみより求めた曲率の関係について持続載

荷部に着目したものを図－4 に示す．曲率は下に凸を正，

上に凸を負の値としている．また，曲率の計測結果より

推定されるスタッドの変形様態を図－5 に示す． 

 スタッド高さが低い方が曲率が小さい．また，No.2 の

持続載荷期間は No.4 に対して半分であるが，持続載荷

によるスタッドの曲率の増加量は No.2 の方が大きい．

これより，スタッド高さが高い方がスタッドの曲げ変

形量が大きく，その結果接合部のクリープずれ変位も

大きくなったと推察される．また，スタッドの変形が大

きいと基部周辺のコンクリートでより局所的な破壊が

生じていると考えられる． 

 

5. クリープずれ変位と持続せん断力の関係 
 クリープずれ変位は持続せん断力にどのように依存

するのか検討するため，持続載荷履歴のないクリープ

ずれ変位を対象に，クリープずれ変位𝛿𝑐(𝑡)を持続せん

断力𝜏(𝑡𝑖)で除した値である単位せん断力あたりのクリ

ープずれ変位(𝛿𝑐 𝜏(𝑡)⁄ )を算出した．𝛿𝑐 𝜏⁄ と持続載荷期

間の関係を図－6 に示す． 

 スタッド高さが同じ試験体では概ね一致している．

これより持続荷重レベル 35%までは，スタッド長さが

同じであれば，クリープずれ変位は持続せん断力と線

形関係にあることが明らかとなった．また，スタッド高

さ 80mm に対して 100mm の𝛿𝑐 𝜏⁄ は，同一載荷時間にお

いて約 1.4 倍であることが確認された． 
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図－4：せん断力－スタッドの曲率 

図－6：𝛿𝑐 𝜏⁄ －持続載荷期間 

図－5：スタッドの様態図 

CS6-18 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS6-18 -


